
（別紙３）

～ 令和７年　２月　８日

（対象者数） 20 （回答者数）
18

～ 令和７年　２月　８日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

配置している専門職の定着化のための福利厚生・処遇改善な

どの取入れを行っていきます。

2

こどもたちご家族さんとの信頼関係を更に築き、通所して良

かったと思われる環境づくりに邁進していきたい。

3

今後も更新頻度を増やしたり、活動の様子を見てもらい安心

してもらえるよう継続していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域のコミュニティや地域資源の情報収集や交流計画を立案

し積極的に交流を働き掛けていく。

2

家族の意見や他事業所の取り組みを参考にし、多くの家族に

参加してもらい開かれた事業所、取り組みをもっと理解して

もらう。（SNSは発信しているが利用していない家族もおら

れると思う）

3

○事業所名 放課後等デイサービスらららKids

○保護者評価実施期間
令和７年　１月　１４日

○保護者評価有効回答数

令和７年　１月　１４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　２月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童館との交流や地域の他のこどもと活動する機会がない。ま

たは行っていない。

地域の資源の把握やアポイントメントが積極的に行われていな

い、情報不足。

家族会の開催頻度、参加率が低い。 家族会を計画しているが、日程（曜日、時間帯）の調整がうま

く設定できていない。

職員体制、専門職（５年以上の児童指導員、保育士、理学療法

士）を配置している。

専門的視点で、支援を行ている。また発達段階に合わせたグ

ループ分けを行い、利用者支援にあたっています。

こどもたちが楽しみに通所している。 こどもたちが安心して過ごせる環境づくり、支援プログラムの

取入れ。

SNS（Instagram）の発信。 保護者は勿論、いろんな方に事業所の取り組みを周知して開か

れた事業所を目指している。

事業所における自己評価総括表公表


